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５　木津川市の財政

目的別歳出予算（平成２７年度）

教育費歳出予算（平成２７年度）

議会費

0.9%

総務費

8.1%

民生費

34.8%

衛生費

21.8%

農林水産業費

0.8%

商工費

0.5%

土木費

7.1%

消防費

4.0%

教育費

12.0%

公債費

9.9%

予備費 0.1%

諸支出金 0.0%
災害復旧費 0.0%

合 計
２，８７３，４００万円

教育総務費

12.2%

小学校費

41.2%

中学校費

6.3%

幼稚園費

10.2%

社会教育費

18.5%

保健体育費

11.6%

合 計
３４４，９４３万円
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５　木津川市の財政

目的別歳出予算（平成２７年度）

教育費歳出予算（平成２７年度）

議会費

0.9%

総務費

8.1%

民生費

34.8%

衛生費

21.8%

農林水産業費

0.8%

商工費

0.5%

土木費

7.1%

消防費

4.0%

教育費

12.0%

公債費

9.9%

予備費 0.1%

諸支出金 0.0%
災害復旧費 0.0%

合 計
２，８７３，４００万円

教育総務費

12.2%

小学校費

41.2%

中学校費

6.3%

幼稚園費

10.2%

社会教育費

18.5%

保健体育費

11.6%

合 計
３４４，９４３万円
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① 授業づくりのための研修の充実(1)(2)(3)
② 外部の専門家や研究施設と連携した体験授業の充実(1)(2)(3)
③ 学力向上を目指した学校間連携の推進(1)(2)(3)
④ 家庭と連携した学習習慣・生活習慣の確立に向けた取組の充実(1)
⑤ ICT機器の計画的な充実によるわかる授業の充実(1)(2)(3)
⑥ 「全国学力学習状況調査」「京都府学力診断テスト」等を活用した

個に応じた指導の充実と授業改善(2)(3)
⑦ 補充学習を活用した基礎・基本の徹底を図る学習活動の充実(2)(3)

（１）学習意欲と学習習慣 ⑧ 「ことばの力」をはぐくむための各教科等での言語活動の充実(3)

（２）基礎的・基本的な知識・技能
（３）活用する力

① 効果的・実践的な資料の活用(4)
② 校種間連携による道徳教育の充実(4)
③ 生徒指導の機能を生かした児童生徒の意欲を引き出す教育活動の充実(5)
④ コミュニケーション能力の育成とあいさつ運動などの展開(5)
⑤ いじめや不登校の未然防止と早期発見・早期対応(5)
⑥ 幼少期からの本に親しむ機会の充実(6)
⑦ 子どもが自ら進んで読書活動に取り組むための環境づくり(6)

（４）道徳教育
（５）生徒指導
（６）読書活動

① 食に関する指導の充実と望ましい健全な食習慣の確立(7)(8)(9)

② 地域社会と連携した食育の充実(7)

③ 安心・安全な学校給食の実施(7)(8)(9)
④ 「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果を活用した子どもの体

力・運動能力向上に向けた取組の充実(8)(9)

⑤ 学校体育や運動部活動の充実(8)(9)

⑥ 大学等関係機関との連携や小中連携を通じたスポーツの推進(8)

（７）食育 ⑦ 喫煙・飲酒・薬物乱用の防止教育や性に関する教育の充実(9)

（８）体力の向上 ⑧ PTAや家庭と連携した基本的な生活習慣の確立に向けた取組の充実

（９）健康の保持増進 (7)(9)

重点目標１
質の高い学力をはぐくむ

○ホップアップ学習（小学校補充学習）
○ステップアップ学習（中学校補充学習）
○チャレンジ学習（中学校英検・漢検向け学習）

○「科学のまちの子どもたち」を育てる木津川市立学校教員研究会
○市内統一学力テスト（小学生）

重点目標２
豊かな心と規範意識を
はぐくむ

○木津川市道徳教育研究会 ○木津川市適応指導教室 ○カウンセリングルーム ○心の教育相談員
○としょかんスタートセット ○朝読書・昼読書 ○学校司書 ○学校図書館システム整備事業
○市民ぐるみあいさつ運動 ○木津川市いじめ防止等対策委員会

重点目標３
健やかな体をはぐくむ

○木津川市食育推進事業 ○５分間スタディ ○栄養教諭による出前授業 ○アレルギー対応マニュアル ○地産地消
○木津川市立中学校運動部活動連携事業 ○木津川市学校保健連絡協議会

○木津川市子どもはぐくみ人材バンク

○きづがわっ子生活カリキュラム

（ベーシック木津川版）

○木津川市式教材学習バンク

○木津川市式学校間連携制度

◇小学生個別補充学習 ◇中１振り返り集中学習 ◇中２学力アップ集中講座 ◇小・中学校学力診断テスト

◇私たちの道徳 ◇京のこども 明日へのとびら ◇ファミリー読書

◇スクールカウンセラー ◇スクールソーシャルワーカー

◇京の子ども元気なからだスタンダード
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① 人権教育推進体制の充実及び全体計画や年間計画・指導方法の工夫改善
(10)

② 人権教育推進のための教職員の認識の深化と指導力向上(10)
③ 子どもたちが主体的に学ぶための教材等の開発(10)(11)
④ 校種間・家庭・地域・関係機関との連携を図った人権尊重の環境づくり

(10)(11)
⑤ 個別の指導計画・個別の教育支援計画の作成・活用と適切な支援(11)
⑥ 校内委員会や特別支援教育コーディネーター等の校内組織の充実(11)
⑦ 地域支援センターや相楽地方通級指導教室等との連携による支援(11)

（10）人権教育 ⑧ ユニバーサルデザインの視点に立った授業づくりと教育環境の充実(11)

（11）特別支援教育 ⑨ 体験活動の充実(10)(12)

（12）キャリア教育 ⑩ 発達の段階に応じた組織的・系統的なキャリア教育の推進(12)

（13）幼児教育 ⑪ 進路相談体制や支援体制の充実(12)

⑫ 様々な人との触れ合いを通した豊かな人間関係の構築(13)

⑬ 子どもや保護者の不安を解消し安心して子育てができる環境の充実(13)

① 発達の段階に応じた情報活用能力の育成(14)
② 学習意欲の向上や活用する力の向上に向けたICT機器やデジタル教材の積

極的な活用(14)
③ 正しい知識と情報モラルを身につけるための教育の充実と教職員の研修の

充実(14)
④ 国際交流等による国際感覚をみがくための取組の充実(15)
⑤ 帰国子女や外国人児童生徒への支援(15)
⑥ 環境保全に向けた自発的活動の充実(16)
⑦ 小・中・高・大学との連携による環境学習や取組の充実(16)

（14）情報教育
（15）国際理解教育
（16）環境教育

① 協働できる体制づくりに向けた学校組織マネジメント能力の向上(17)

② OJT等による教職員の資質向上に向けた取組の充実(17)

③ 教職員の総勤務時間縮減に向けた取組の充実(17)

④ 特色ある学校づくりの推進(18)
⑤ 地域の人材を生かしつつ学校を中核とした地域の絆を深める取組の

充実(18)

⑥ 学校評価（自己評価及び学校関係者評価）の充実による学校運営の改

善と「開かれた学校」づくり(18)

（17）学校の組織力と ⑦ 危機管理体制の整備と警察等との連携による教職員の研修の充実(19)

         　教職員の資質向上 ⑧ 通学路の定期的な安全点検の実施(19)

（18）魅力ある学校・園づくり ⑨ 実践的な防犯・安全教育の実施(19)

（19）安全・安心なより ⑩ ユニバーサルデザインの視点に立った教育環境の充実(19)

         　良い教育環境の整備

重点目標４
一人一人の個性や能力

を伸ばし、社会の形成

者としての必要な資質

をはぐくむ

○木津川市人権教育研究会 ○相談支援ファイル
○特別支援教育支援員
○木津川市私立幼稚園就園奨励費 ○幼稚園第３子無償化

重点目標５
社会の変化に対応し、

未来を確かに生きる力

をはぐくむ

○木津川市情報教育研究会 ○外国語指導助手 ○小学校英語講師
○サンタモニカ交流事業 ○ＩＣＴ支援員 ○ＩＣＴ教育推進事業

重点目標６
魅力ある・信頼される学
校・園をつくる

○木津川市特色ある学校づくり推進事業 ○木津川市地域で支える学校教育推進事
業
○危機管理マニュアル ○学校安全マップ ○幼稚園及び小学校機械警備事業

◇ＫＹＯ発見 仕事・文化体験活動推進事業

◇親のための応援塾

◇もうすぐ１年生 体験入学推進事業

○校務用ＰＣ整備事業

○施設管理事業

（老朽化対策）
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① 地域コーディネーターと連携した地域ぐるみで子どもを守り育てる
体制の充実(20)

② 地域の人材を活用した教育活動の充実(20)
③ 保護者への子育てに対する相談・サポート体制の充実(21)
④ 保護者が学び合える環境の整備(21)
⑤ 児童虐待の未然防止・早期発見・早期対応の教職員研修の充実と関係

機関との連携強化(21）
⑥ 就学に対する保護者への負担軽減(21)

（20）地域ぐるみによる子育て ⑦ スポーツ教室や文化講座開催等による生涯学習環境の充実(22)

      　　支援 ⑧ 市民の生涯学習活動の支援(22)

（21）家庭教育を支援 ⑨ ボランティアの育成や青少年指導者の養成の充実(22)

（22）生涯学習環境 ⑩ 地域と連携した防犯対策の充実(23)

（23）安全対策 ⑪ ボランティア・消防署・子ども110番の家等との連携による地域で

見守る体制の充実(23)

① 関係施設や関係団体との連携を図った地域の文化財を学ぶ機会の充実
(24)(25)

② 質の高い文化・芸術に触れる機会の充実(24)
③ 地域と連携した自然体験学習の充実(24)
④ 研究所等との連携による体験的な学習の充実と子どもの科学的知識を

深める取組の充実(25)
⑤ 研究機関や企業とのネットワークづくりの推進(25)

（24）自然・歴史についての学習
（25）地域資源の活用

○木津川市地域で支える学校教育推進事業
○木津川市小学生ソフトボール大会
○木津川市少年の主張大会 ○木津川市リーダー研修会
○木津川市要保護児童対策地域協議会
○木津川市育英資金交付事業
○木津川市遠距離通学費補助金

○木津川市青少年指導者養成事業

○木津川市通学路安全推進会議
○地域見守り箱 ○消防署との連携事業

○市民ぐるみあいさつ運動

重点目標８
地域を学び、郷土を大切
にする心をはぐくむ

○文化財出前授業 ○わたしたちの木津川市（小学校社会科副読本）
○文化遺産のフィールドワーク ○少年少女合唱団育成事業

◇京のまなび教室事業

◇親のための応援塾

◇子育てサロン

○木津川市子どもはぐくみ人材バンク

◇発見！山城のあゆみ ◇芸術演劇鑑賞事業

木津川市の現行及び拡充を図っていく主な施策

木津川市が今後新たに取り組む主な施策

国及び京都府の主な施策

重点目標７
地域の力を活かして
子どもをはぐくむ
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生きる力をはぐくみ
新しい時代を拓く“きづがわっ子”を目指して

基本理 念

共に「学び」「喜び」「成長し」未来を力強く生きる子ども

１ 質の高い学力をはぐくむ
２ 豊かな心と規範意識をはぐくむ
３ 健やかな体をはぐくむ
４ 一人一人の個性や能力を伸ばし、社会の形成者としての必要な資質をはぐくむ

５ 社会の変化に対応し、未来を確かに生きる力をはぐくむ
６ 魅力ある・信頼される学校・園をつくる

７ 地域の力を活かして子どもをはぐくむ
８ 地域を学び、郷土を大切にする心をはぐくむ

重 点目 標

視点 １ 子どもの将来を見通す
視点 ２ 木津川市全体で守り育てる
視点 ３ 木津川市の特色や地域資源を活用する

子どもの力を伸ばし、
未来に向かって生き
る力をはぐくむ

目指す教育の姿

目指す子ども像

一人一人が輝き、社
会の一員としての基
盤をはぐくむ

木津川市の力を結集

し、みんなで守りは

ぐくむ

木津川市教育振興基本計画
木津川市は、関西文化学術研究都市の中核地であり、豊かな自然環境をはじめ、歴史、文

化遺産などの地域資源や豊富な人的資源に恵まれた『まち』です。

木津川市教育委員会では、これまで実施してきた様々な施策の成果と課題を整理し、さら

に木津川市の特色を活かした教育に関する総合的な計画として、今後10年間の本市教育行

政の基本的な方向を示すため本計画を策定しました。
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●授業のねらいを明確にし、児童生徒のニーズに応じた
　ユニバーサルデザインの視点に立った授業の展開

学習意欲

●家庭と連携した『学習の手引き』の活用
学習意欲 基礎基本

●小学校「ホップアップ学習」、中学校「ステップアップ
　学習等の補充学習の推進・充実 学習意欲 基礎基本

●学力調査(全国・府・市）を活用した組織的な取組の
　充実と授業改善 基礎基本 活用する力

●ＩＣＴ機器を活用したわかる授業の推進と児童生徒の
　活用力の向上 学習意欲 基礎基本 活用する力

　 ●あらゆる教育活動の場面で「ことばの力」をはぐくむ
　言語活動の推進 活用する力

授業研究・研修の充実

教職員の資質向上

平成27 年度 重点取組事項

１ 学力をはぐくむ
学力の向上は、学校の使命であることを自覚し、「学習意欲の向

上」「基礎基本の定着」「活用する力の育成」の３つの力が統合され

た「質の高い学力」を児童生徒にはぐくむ。

活用する力
の育成

学習意欲
の向上

基礎基本
の定着

２ 豊かな心をはぐくむ
いじめは、どの子にもどの学校でも起こり得るという認識を持

ち、未然防止・早期発見・早期対応ができるよう生徒指導・人

権教育・道徳教育の充実を組織的・計画的に推進する。

未然防止
●人権意識の涵養を図る人権教育・心に響く道徳教育の展開等、教育活動全体を通した豊かな

心と望ましい人間関係の育成
●「いじめ防止基本方針」に基づく組織的な対応

早期発見・早期対応
●児童生徒の状況を把握するためのいじめアンケート・定期的な教育相談の実施

●児童理解のための教職員研修の充実と家庭・地域・関係機関との連携の推進
●ネットいじめ対策等情報モラルに関する教職員の指導力の向上

い
じ
め
へ
の
対
応

３ 魅力ある学校・園づくり
地域の特色、児童生徒の実態を踏まえ、学校(園)

長のリーダーシップのもと、市内２１学校（園）は魅力

ある学校（園）づくりを推進する。

●『特色ある学校づくり推進事業』『地域で支える学校教育推進事業』『各種研究指定事業』等を活用

した特色ある教育活動の推進・充実・波及

●地域人材等の積極的な活用と保護者・地域の人々との連携の推進

●校種間[幼小中高大等]連携の推進
●学校（園）の状況・教育活動の様子・学校評価等の家庭や地域への積極的な情報の発信

早期発見・早期対応
●児童生徒の状況を把握するためのいじめアンケート・定期的な教育相談の実施
●児童理解のための教職員研修の充実と家庭・地域・関係機関との連携の推進
●ネットいじめ対策等情報モラルに関する教職員の指導力の向上
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２．教育 

１ 学校教育目標

  児童一人一人のよさを伸ばすとともに、質の高い学力を身に付け、思いやりをもって 

行動できる、知・徳・体の調和のとれた児童の育成を目指す。

めざす児童像

かしこく・・・・・・・・（知）

やさしく・・・・・・・・（徳）

たのもしく・・・・・・・（心・体）

２  学校経営方針

   新学習指導要領並びに京都府教育振興プラン及び木津川市教育振興基本計画を踏まえ、教育目標と学校経

営方針を明確にした教育課程を編成する。学習活動をはじめとする教育活動の充実を図り、知・徳・体の調

和のとれた児童の育成を目指して、生きる力をはぐくみ、保護者や地域の信頼に応える教育活動を推進する。 

  少人数学校ならではの特色ある教育活動を展開し、児童一人一人の個性を伸長するとともに、本校の課題

と考える学力の充実・向上、及び言語・コミュニケーション能力の向上に努める。さらに他者を尊重し互い

に高め合う児童像として『かしこく、やさしく、たのもしく』の具現化を目指す。

３  本年度重点課題

 京都府教育振興プラン並びに木津川市教育振興計画に示された基本理念を踏まえ、  ともに「学び」

「喜び」「成長し」未来を力強く生きる子どもをめざして、教育活動を実践する。

○ 児童の実態の認識

 (ｱ) 素直で素朴であり、可塑性が高い。

 (ｲ) 家庭学習の習慣が定着しておらず、学習の習得状況における個人差が大きい。

 (ｳ) これまで、安定した地域・家庭に育ってきた児童がほとんどであったが、次第に

  母子・父子家庭の割合が増加してきている。

 (ｴ) 限られた集団の中で育っていることから、新しい発見や練り合う場が少なく、自

ら考え行動する「自立する力」や「自己表現力」に弱さがみられる。

（１）全教育活動をとおしてことばの力を重視し、学習意欲を高め、基礎的・基本的な知識の習得と思

 考力・判断力・表現力を育成するための活用力を培う。

ア  課題解決のための具体的な方策 

  (ｱ) 基礎的・基本的な知識の習得と思考力・判断力・表現力を育成するための学習活動を展開する。 

 基礎的・基本的な知識・技能の習得の徹底と活用力を引き出す授業づくり 

 ＜基礎学力充実のための基盤づくり＞ 

 ・朝学習・朝読書の取組、学習規律・学習習慣の定着、学習環境の整備 

 ・学習意欲の向上、家庭学習の充実 

＜教師の授業力向上・・・研究や研修＞

・個に応じた指導、習得した知識、技能を活用する授業づくり、課題探究型学習活動、協同的

な学びなど児童の意欲を引き出す魅力ある授業づくり

・国語や算数科を中心に、思考力・判断力・表現力(コミュニケーション能力)を重視した学習

展開を図る

・特別支援教育の充実とその研究を生かした授業づくり

(ｲ) 安心して生活できる学級づくり 
・子どもたちにとって伸び伸びと過ごせる楽しい場としての学級経営に努める。
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・子ども理解を深め、丁寧で適切な指導のもと、子どもと教職員が信頼関係で結ばれ、一人一

人が自己存在感を持ち、お互いに学び合い育ち合う学級経営を進める。

（２）魅力ある・信頼される学校づくり

ア 全教職員が課題や成果を共有し、ひとつのチームとなって経営に参画する。

イ 保護者の願いや地域の期待を把握する。（学校評価、学校評議員）

ウ 教育活動を積極的に公開・情報提供するとともに、地域の歴史や伝統を学び教育活動に生かし

て、理解と支援を得る。

エ 保護者や地域人材等、積極的に外部人材の活用を図る。

オ PTAとの協働を推進する。 
カ 安心・安全の学校づくり

（３）豊かな心と規範意識の育成

ア 人を思いやり、尊重する心の育成。 

  イ コミュニケーション力を高め、人や社会とつながり共生していく力を身に付ける。

  ウ 社会体験活動などを通して、道徳心と規範意識を高める。 

  オ  人間関係力（かかわり合う力）の育成を目指し、自ら考え表現し伝え合う力としてのコミュニ 

  ケーション力を育成する。 

  カ 教育相談活動を充実させ、その機能をより活かすように創意工夫する。 

  キ 読書活動を推進する。

指導目標

１  質の高い学力をはぐくむ 

（１) 学習意欲の向上と学習習慣の確立 
  ア 家庭学習の習慣を定着させるため、家庭と連携しながら繰り返し指導を行い「家庭学習の手引

き」を活用しながら、家庭学習の定着を図る。

  イ  児童の興味を湧かせ、学び続ける意欲と主体的に学習に向かう向上心が持てるような「分かる

授業の創造」を目指す。

（２）基礎的・基本的な知識・技能の習得

ア 基本的スキルの定着を徹底するとともに、児童個々の発達や学び方に着目し、指導の展開を

図る。

  イ 幼小連携・小中連携による学力把握と分析に努める。

（３）活用する力の育成

ア 言語活動の充実を図る取組を各教科・領域の年間計画に位置づけ、「ことばの力」をはぐくむ

実践を高める。

イ  児童の思考力・判断力・表現力の向上に焦点を当てた授業の工夫改善を実践し、より効果的な

方法を探る。

ウ  課題探求型学習や協働的な学びをデザインし、教師はその指導力向上に努める。

２  豊かな心と規範意識をはぐくむ

（１）道徳教育

ア  道徳に時間の充実を図り、｢京の子ども 明日へのとびら」等効果的な資料の活用と豊かな体験

活動を通して、道徳的実践力や道徳的実践の意欲の向上に取り組む。また教師の研修を充実させ、

道徳の授業の研究を深める。

 イ 地域人材や資料を発掘し、地域力を生かした学習活動を工夫する。

（２）規範意識の醸成 

ア よき市民として成長するために、社会のルールやマナーを尊重し規範意識を身につける。 
イ いのちの大切さ、情報モラルの向上等現代的な課題に対しても積極的に研修し、道徳の授業等

に活かしていく。 
（３）生徒指導の充実

ア いじめ等に対応するため、教育相談機能を充実し、早期発見早期対応に努める。
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イ 生徒指導の3機能（自己存在感、共感的理解、自己決定の場）等を活かした教育活動を取組む。 
ウ コミュニケーション能力の育成を図り、児童と教師の信頼感に基づいた教育活動を実践する。 
エ 家庭、地域社会と連携し、地域ぐるみで守り育てる体制をつくる。 

３ たくましく健やかな身体をはぐくむ 

（１） 体育・スポーツ活動の充実

豊かで楽しい運動経験を通した体力づくりの工夫による学校体育の充実とスポーツに親しむ環境

づくりに勤める。 
（２）体力の向上

 データ分析等を通じて児童の課題を把握し、体力向上の取組みに生かす。
（３）食育の推進

 食に関する指導の充実に勤め、家庭と連携しながら児童の健全な食習慣の定着を促す。
（４）健康教育

基本的な生活習慣を確立させ、生涯を通じて心身ともに健康で安全に生き抜く、たくましい実践

力を身に付けた児童を育成する。また喫煙、薬物乱用等の防止教育などの充実を図る。

４ 一人一人の個性や能力を伸ばし、社会の形成者としての必要な資質をはぐくむ

（１） 人権教育 
ア  日常の生活の中に見られる児童の姿から実態を把握し、課題解決を図る積極的な人権教育を進
める。 
イ  様々な人権課題に対して、発達段階を考慮して効果的に学習を進めることで、すべての人の尊
厳と人権が尊重される共生社会の実現に向けた教育を推進する。

ウ 人権尊重の意識を日常生活の習慣として身に付け、実践できるように校種間、家庭や地域、関

係機関との連携を図る。 
（２） 特別支援教育 

ア  ノーマライゼーションの進展を踏まえ、障がいのある児童の個性や能力の伸長に努めるととも
に、障がいのある人を正しく理解するための指導を計画的に行う。

イ  校内委員会を有効に機能させ、特別支援教育コーディネーターを中心に障がいのある児童の理
解と把握に努め、個に応じた指導の推進と指導方法の工夫改善を図る。

ウ ユニバーサルデザインの視点からの授業実践を見直し、日々の授業改善に生かしていく。

（３）キャリア教育の推進 
  ア  児童一人一人の目的意識を高め自らの進路を主体的に切り拓く態度を育成する。 

イ  自己の特性に気付かせ将来への希望をもたせる指導を充実させる。 
ウ 地域等での学習体験や校種間連携を深め、キャリア教育の充実を図る。

５ 社会の変化に対応し、未来を確かに生きる力をはぐくむ

(１) 情報教育の推進 
ア  情報教育の３観点相互の関係を考え、児童の発達段階に応じたバランスのよい指導を実施する。 
イ  分かる授業、学習意欲喚起等、授業力を高めるために、ＩＣＴ機器やデジタル教材を効果的に
活用する。

ウ 情報教育推進とＩＣＴ機器やデジタル教材の活用に向けて、教職員の研修を深める。

（２） 国際理解教育の推進
  ア  異文化を理解し尊重する態度や異なる文化をもった人々と共に生きていく資質や能力を育成す

る。 
イ  グローバル社会の進展に対応するため、外国の人と実際にふれあう機会を工夫し、自国と異文
化の理解に努め、多様な人々とのコミュニケーション能力の育成に努める。 
ウ  英語活動は中学校との接続を意識した教育活動を計画・実施する。 
エ 日本や地域の伝統文化・歴史を尊重し異文化理解の認識を深める。

（３) 環境教育の推進
ア 身近な環境や環境問題に関心をもち、人間と環境のかかわりについて理解を深める。 
イ 循環型社会の構築や地球温暖化防止に向けた環境教育を推進する。

６ 魅力ある・信頼される学校をつくる

 （１）学校の組織力と教職員の資質向上 



− 114 −

ア 学校組織としてのマネジメント能力の向上を図り、教職員が学校経営目標に向かって協働で

きる体制をづくりを進める。 
イ  様々な教育課題に向けて、市や府と連携しながら研修会や研究大会に積極的に参加し、教職
員の研修を深め、個々の教職員の資質・能力の向上を図る。

 ウ 教職員の心身の健康保持に努める。

  （２）魅力ある学校づくり
  ア 地域の歴史や文化環境、自然環境を生かした特色ある学校づくりを推進する。

  イ 学校の状況、教育活動の様子、学校評価などを学校便りやホームページで、積極的に情報発

信する。

  ウ 学校評価を充実し、学校、家庭、地域の連携協力により開かれた学校づくりに努める。

（３）安心・安全なより良い教育環境を整備する。

ア 学校危機管理と安全対策の充実と危機管理マニュアルの不断の見直しを図る。

イ 耐震工事中の教育活動については、施設整備の整理を図り、教室移動等をスムーズに行い、

よりよい教育環境づくりを計画・実施する。

７ 地域社会の力を活かして、子どもをはぐくむ環境をつくる

  （１）地域と連携した教育活動の充実

ア 「地域で支える学校教育推進事業」等を活用し、地域ぐるみで児童を守り育てる体制をつく

る。

イ 優れた地域人材を発掘し、学校の教育活動に活かした取組を実践する。

（２）家庭教育の支援

 ア 「家庭学習の手引き」等を活用し、積極的に家庭での学習支援を行う。

 イ 状況に応じて関係機関との連携し、学校での相談機能を深める。

（３）安全対策の充実

ア 登下校については見守り隊や保護者との連携を充実させる。 
イ 防犯における学校での指導を充実させて、関係機関、地域と協力した体制をつくる。 

８ 地域社会を学び、郷土を大切にする心をはぐくむ 
  （１）自然・歴史についての学習の充実 

 ア 関係機関と連携し、地域の自然環境や歴史・伝統文化を生かした授業を実践する。 
イ 地域の郷土史家等の協力の下に、地域の歴史や伝統文化などを直に触れ合いながら学ぶ教育

を実践する。

  （２）文化・芸術活動の推進

ア  身近な自然や芸術文化への積極的なかかわりと豊かな表現活動を重視する。
イ  恭仁宮跡をはじめとする地域の伝統文化を学ぶ機会の充実を図る。

 ウ 読書に親しむ環境を整備し、積極的に読書活動に取り組む。 
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U R L    http://www.kizu.ed.jp/kizu-jhs/  
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